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養
豚
の
ス
マ
ー
ト
化

１
０
０
０
万
頭
規
模
の
計
画

世
界
最
大
の
加
工
生
産
ラ
イ
ン

敷
地
面
積
約
１
６
７
ha
、
６
階
建
て
の

畜
舎
が
21
棟
あ
り
、
１
棟
に
つ
き
10
万
頭

を
出
荷
す
る
。全
体
で
年
間
２
１
０
万
頭
。

こ
ん
な
凄
ま
じ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
中

国
河
南
省
南
陽
市
で
進
行
中
だ
。
同
市
を

本
拠
と
す
る
養
豚
大
手
・
牧
原
食
品（
ム
ー

ユ
エ
ン
・
フ
ー
ズ
。
以
下
、
牧
原
）
が

50
億
元
（
約
８
６
０
億
円
）
を
投
じ
た
。

地
元
紙
・
南
陽
日
報
に
よ
る
と
、
こ
の

施
設
は
２
０
２
０
年
２
月
に
着
工
し
、
同

年
秋
に
２
棟
で
試
験
運
用
を
始
め
た
。
今

年
の
上
半
期
に
は
全
体
の
運
用
を
始
め

る
予
定
だ
。
年
間
20
億
元
（
３
４
０
億

円
）
を
超
え
る
利
益
を
生
む
と
見
積
も
ら

れ
て
い
る
。
牧
原
の
19
年
の
出
荷
頭
数

は
１
０
２
５
万

頭
だ
か
ら
、
順

調
に
行
け
ば
こ

の
施
設
だ
け
で

同
社
の
20
％
を

占
め
る
こ
と
に

な
る
。
飼
料
と

食
肉
の
加
工
生

産
ラ
イ
ン
を
備

え
、食
肉
加
工

生
産
ラ
イ
ン
は
世
界
最
大
に
な
る
と
い
う
。

中
国
の
養
豚
は
零
細
農
家
が
多
く
、
業

者
の
99
％
が
中
小
だ
。
い
わ
ゆ
る
庭
先
養

豚
が
ま
だ
ま
だ
多
く
、
飼
育
頭
数
を
み
る

と
、
牧
原
を
含
む
上
位
４
社
で
全
体
の
約

７
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
（
日
経
産
業

新
聞
２
０
２
０
年
12
月
16
日
「
中
国
養
豚

大
手
、
豚
肉
価
格
高
騰
で
増
産
投
資
計

８
０
０
０
億
円
」）。
大
手
は
い
ず
れ
も

巨
大
施
設
の
建
設
を
打
ち
出
し
て
い
て
、

シ
ェ
ア
は
高
ま
る
見
込
み
だ
。
国
民
食
と

言
っ
て
い
い
豚
肉
の
安
定
供
給
を
中
国
政

府
も
重
視
し
て
お
り
、
養
豚
の
大
規
模
化

と
大
手
へ
の
集
約
を
促
し
て
き
た
。

牧
原
は
19
年
、
世
界
的
に
注
目
を
集
め

た
。
創
業
者
で
大
株
主
の
秦
英
林
が
、
長

者
番
付
を
一
気
に
上
げ
た
か
ら
だ
。
ブ

ル
ー
ム
バ
ー
グ
の
億
万
長
者
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
で
、
最
も
高
い
伸
び
率
を
記
録
し
、
中

国
の
富
豪
ト
ッ
プ
10
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し

た
。
理
由
は
ほ
か
で
も
な
い
。
ア
フ
リ
カ

豚
熱
の
ま
ん
延
だ
。

中
国
は
18
年
の
豚
熱
流
行
前
に
４
億

２
８
０
０
万
頭
の
豚
が
い
た
が
、
翌
19
年

に
一
時
、
ほ
ぼ
３
億
頭
ま
で
減
っ
た
。
豚

肉
価
格
が
２
倍
近
く
に
跳
ね
上
が
り
、
牧

原
の
時
価
総
額
は
５
０
０
０
億
元
（
約
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８
兆
５
９
０
０
億
円
）近
く
ま
で
急
伸
し
た
。

５
G
が
覆
う
ス
マ
ー
ト
養
豚
施
設

豚
肉
市
場
に
は
「
猪
周
期
（
ピ
ッ
グ
サ

イ
ク
ル
、
豚
周
期
）」
と
呼
ば
れ
る
長
期

的
な
価
格
変
動
が
あ
り
、
低
迷
期
に
あ
っ

た
の
が
、
18
年
８
月
以
降
の
豚
熱
に
よ

る
生
産
量
の
激
減
で
、
一
気
に
上
向
い

た
。
今
は
近
年
上
振
れ
し
た
ど
の
時
期
よ

り
も
、
豚
肉
価
格
が
上
が
っ
て
い
る
。
利

益
率
も
飛
躍
的
に
高
ま
っ
た
た
め
、
既
存

業
者
が
畜
舎
を
増
や
し
、
ア
リ
バ
バ
や

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
、
不
動
産
大
手
と
い
っ
た

異
業
種
が
参
入
を
表
明
し
て
い
る
の
だ
。

牧
原
の
２
１
０
万
頭
を
飼
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
、
そ
ん
な
中
で
計
画
さ
れ
た
。

「
未
来
の
中
国
は
こ
う
し
た
単
位
の
生
産

施
設
が
３
０
０
～
３
５
０
だ
け
あ
れ
ば
、

６
億
～
７
億
頭
を
飼
育
で
き
る
」

南
陽
日
報
は
こ
う
持
ち
上
げ
る
。
大
規

模
な
養
豚
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
と
、
今

の
中
国
で
は
ス
マ
ー
ト
化
が
セ
ッ
ト
に
な

る
。
牧
原
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
例
外
で
は

な
い
。

「
施
設
を
５
G
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
運

営
を
ス
マ
ー
ト
化
し
、
飼
料
や
群
管
理
、

糞
尿
処
理
、
衛
生
、
温
度
や
湿
度
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
す
べ
て
ロ
ボ
ッ
ト
で
完

成
さ
せ
、最
新
の
人
工
知
能
、ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
、
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
技
術
を
最
も
伝
統
的
な
養
豚
業
に
応
用

し
、
伝
統
的
な
養
豚
の
考
え
方
を
一
挙
に

覆
す
」（
南
陽
日
報
）

南
陽
日
報
は
南
陽
市
の
機
関
紙
な
の

で
、
河
南
省
の
首
富
（
ト
ッ
プ
の
富
豪
）

で
あ
る
秦
英
林
率
い
る
牧
原
に
最
大
限
の

賛
辞
を
贈
る
。
ス
マ
ー
ト
化
が
こ
こ
ま
で

上
手
く
い
く
か
疑
問
だ
け
れ
ど
も
、
牧
原

と
市
の
意
気
込
み
は
伝
わ
っ
て
く
る
。「
伝

統
的
な
養
豚
業
」
と
い
う
の
は
オ
ブ
ラ
ー

ト
に
包
ん
だ
言
い
方
で
、
は
っ
き
り
言
え

ば
「
時
代
遅
れ
」
と
い
う
こ
と
だ
。
家
族

経
営
の
小
規
模
で
不
衛
生
な
養
豚
場
が
多

い
現
状
を
指
す
。

「
豚
ホ
テ
ル
」は
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

養
豚
業
と
ス
マ
ー
ト
農
業
が
遠
い
の

は
、
中
国
だ
け
で
な
く
日
本
も
同
じ
だ
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
技
術
も
、
酪
農
向
け
が

多
い
一
方
で
、養
豚
向
け
は
少
な
く
、あ
っ

て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
入
と
い
う
印

象
だ
。
日
本
の
養
豚
に
適
し
た
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
は
農
研
機
構
が
目
下
、
開
発
中

で
あ
る
。

日
本
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
て
省

力
化
と
効
率
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

「
ス
マ
ー
ト
養
豚
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど

も
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
養
豚
の
ス
マ
ー
ト

化
は
概
し
て
低
調
だ
。
か
た
や
中
国
に
お

い
て
、
異
常
な
ま
で
の
盛
り
上
が
り
を
見

せ
る
。

海
外
メ
デ
ィ
ア
に
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ

る
ス
マ
ー
ト
化
に
「
豚
ホ
テ
ル
」
が
あ
る
。

ま
る
で
ホ
テ
ル
の
よ
う
な
高
層
の
建
物

で
、
豚
を
飼
う
。
豚
群
を
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
乗
せ
て
移
動
さ
せ
る
さ
ま
は
、
本
物
の

ホ
テ
ル
を
彷
彿
さ
せ
る
。
豚
肉
の
増
産
が

必
須
の
中
国
で
は
、各
地
で
建
設
が
進
む
。

広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
貴
港
市
の
山
中

に
は
、
山
肌
を
削
っ
て
建
設
さ
れ
た
７
階

建
て
や
13
階
建
て
の
豚
ホ
テ
ル
が
４
棟
並

ぶ
。
飼
料
の
製
造
か
ら
飼
育
、
屠
殺
、
加

工
ま
で
、
す
べ
て
が
こ
の
巨
大
な
基
地

で
完
結
す
る
。
運
営
す
る
の
は
、
年
間

２
１
４
万
頭
を
出
荷
す
る
広
西
揚
翔
（
貴

港
市
）。
こ
れ
に
加
え
、
今
は
10

ha
の
土

地
に
11
億
元
（
約
１
９
０
億
円
）
を
投
じ

て
、
年
間
２
０
０
万
頭
を
出
荷
す
る
施
設

を
建
設
中
だ
。

「
科
技
改
変
養
猪
業
（
科
学
技
術
が
養
豚

業
を
変
え
る
）」

同
社
は
こ
ん
な
経
営
理
念
を
掲
げ
る
。

14
年
か
ら「
互

網
数
字
化
智
能
養
猪（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
デ
ー
タ
化
ス
マ
ー
ト
養

豚
）」
を
始
め
た
と
い
う
。
て
ん
こ
盛
り

の
名
前
の
通
り
、
養
豚
の
ス
マ
ー
ト
化
の

た
め
に
考
え
う
る
あ
ら
ゆ
る
技
術
を
開
発

し
て
い
る
。

伝
統
的
な
養
豚
か
ら
か
え
る
跳
び

豚
ホ
テ
ル
が
諸
刃
の
剣
で
あ
る
こ
と

は
、
容
易
に
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う
。
建
設

費
が
高
く
つ
く
た
め
、
肝
心
の
効
率
化
が

で
き
な
い
と
、
経
営
は
立
ち
行
か
な
く
な

る
。
高
密
度
で
大
量
に
飼
育
す
る
だ
け

に
、
病
気
の
ま
ん
延
は
何
と
し
て
も
防
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
養
豚
の
ス
マ
ー
ト

化
後
進
国
だ
っ
た
中
国
、
し
か
も
貴
港

市
は
４
３
０
万
と
い
う
人
口
こ
そ
あ
れ
、

「
五
線
都
市
」
つ
ま
り
箸
に
も
棒
に
も
掛

か
ら
な
い
ラ
ン
ク
の
地
方
都
市
で
あ
る
。

そ
ん
な
土
地
の
企
業
に
、
巨
大
豚
ホ
テ
ル

の
建
設
と
運
営
が
な
ぜ
で
き
る
の
か
。

そ
の
答
え
は
、
中
国
の
内
外
の
大
学
や

企
業
と
の
連
携
に
あ
る
。
武
漢
に
あ
る
華

中
農
業
大
学
や
広
東
省
の
名
門
・
中
山
大

学
な
ど
と
の
連
携
に
加
え
、
カ
ナ
ダ
や
オ

ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
専
門
家
を

招
聘
し
て
い
る
。
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

ド
イ
ツ
や
韓
国
、
日
本
な
ど
か
ら
最
新
の

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
と
い
う
。

同
社
の
歩
み
は
、
後
進
国
の
中
国
が
か

え
る
跳
び
で
先
進
国
を
追
い
抜
く
リ
ー
プ

フ
ロ
ッ
グ
現
象
を
体
現
す
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
同
社
の
養
豚
を
四
つ
の
発

展
段
階
に
分
け
る
。
２
０
０
４
～
08
年
は

伝
統
的
な
養
豚
、
09
～
14
年
に
「
科
学
養

豚
」
つ
ま
り
科
学
に
基
づ
く
養
豚
、
15
～

17
年
に
「
数
拠
養
豚
」
つ
ま
り
デ
ー
タ
養

豚
、
18
年
か
ら
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
養

豚
」
に
移
っ
た
と
す
る
。

養
豚
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
開
発

同
社
は
豚
ホ
テ
ル
を
精
密
に
管
理
す
る

た
め
、「
Ｆ
Ｐ
Ｆ
未
来
養
豚
場
」
と
い
う

養
豚
向
け
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
、
外
部
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影
子
科
技
に
よ
る
と
、
２
０
１
９
年
の

実
績
で
広
西
揚
翔
の
Ｐ
Ｓ
Ｙ
（
年
間
離

乳
頭
数
）
は
28
・
7
（
中
国
平
均
は
15
、

日
本
22
・
7
、
米
国
26
・
4
）、
全
工
程

の
生
存
率
は
92
％
（
日
本
は
生
後
20
日

ま
で
生
存
す
る
率
が
90
・
6
％
）、
豚
肉

５
０
０
g
当
た
り
の
生
産
コ
ス
ト
は
5
・

31
元
（
約
90
円
、
日
本
は
同
様
の
指
標
が

な
く
比
較
で
き
ず
）。
こ
れ
は
欧
米
と
比

べ
て
も
、い
い
線
を
い
っ
て
い
る
ら
し
い
。

給
餌
の
誤
差
20
ｇ

影
子
科
技
と
広
西
揚
翔
が
特
に
効
果
を

誇
る
の
が
給
餌
器
だ
。
給
餌
担
当
者
は
毎

日
１
時
間
の
省
力
化
に
な
り
、
１
回
の
給

餌
量
の
誤
差
は
20
ｇ
程
度
で
、
飼
料
利
用

率
が
大
幅
に
上
が
っ
て
、
コ
ス
ト
削
減
に

な
っ
た
。
発
情
の
検
知
に
よ
り
、
母
豚
の

受
胎
率
が
５
～
10
％
向
上
し
た
と
い
う

（
い
ず
れ
も
影
子
科
技
に
よ
る
）。
当
事
者

の
出
す
数
字
な
の
で
、
割
り
引
い
て
受
け

取
る
必
要
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と

も
驚
異
的
な
レ
ベ
ル
の
ス
マ
ー
ト
化
を
目

指
し
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。

ス
マ
ー
ト
農
業
を
取
り
込
み
つ
つ
、
大

手
の
巨
大
化
は
一
層
進
む
に
違
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
動
き
を
中
国
政
府
が
手

放
し
に
歓
迎
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
。
特
に
冒
頭
で
紹
介
し
た
牧

原
を
巡
っ
て
、
行
政
の
対
応
に
不
協
和
音

が
み
ら
れ
る
。

牧
原
は
20
年
に
「
百
場
千
万
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
な
る
も
の
を
打
ち
出
し
た
。
南
陽

市
で
お
よ
そ
１
０
０
の
養
豚
場
を
建
設

し
、
21
年
に
１
０
０
０
万
頭
を
出
荷
す
る

と
い
う
の
だ
。
１
０
０
０
万
頭
と
い
う
の

は
、
日
本
の
豚
の
飼
養
頭
数
（
２
０
１
８

年
に
９
１
８
万
９
０
０
０
頭
）
に
匹
敵

す
る
。
総
投
資
額
は
１
２
０
億
元
（
約

２
０
６
０
億
円
）
で
、
１
万
人
を
超
え
る

雇
用
を
生
む
と
う
た
う
。

地
元
の
南
陽
市
は
、
こ
の
計
画
の
片
棒

を
担
い
だ
。
が
、
20
年
８
月
に
横
や
り
が

入
る
。
国
営
の
中
国
中
央
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ｃ

Ｔ
Ｖ
）の
番
組「
中
国
の
声
」が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
批
判
し
た
の
だ
。

農
地
侵
食
に
政
府
ピ
リ
ピ
リ

番
組
が
問
題
に
し
た
の
が
、
農
地
転
用

だ
っ
た
。百
場
千
万
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が「
永

久
基
本
農
地
」
と
呼
ば
れ
る
特
に
優
良
な

農
地
を
、
１
０
０
０
ha
も
転
用
す
る
と
報

じ
た
。
永
久
基
本
農
地
と
い
う
物
々
し
い

名
前
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
中
央
政
府
は

表
向
き
、
優
良
農
地
の
転
用
阻
止
を
掲
げ

る
。
経
済
発
展
で
農
耕
地
帯
が
工
場
や
市

街
地
に
様
変
わ
り
し
た
た
め
、
残
っ
た
農

地
の
保
護
と
新
た
な
農
地
開
発
に
躍
起
な

の
だ
。
と
は
い
え
実
際
の
農
地
転
用
は
、

日
本
の
よ
う
に
い
い
加
減
ら
し
い
。

牧
原
と
南
陽
市
も
、
農
地
の
保
全
よ
り

畜
舎
の
建
設
を
優
先
し
た
。
そ
れ
に
中
国

の
声
が
か
み
つ
い
た
。「
河
南
省
自
然
資

源
庁
と
農
業
農
村
庁
は
20
年
４
月
、
文
書

を
出
し
て
い
て
、
原
則
的
に
畜
産
施
設
の

永
久
基
本
農
地
の
使
用
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
用
地
総
面
積
の
30
％
以
内
に
抑
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
建
設
予
定
の
養

豚
場
に
は
、
面
積
の
１
０
０
％
が
優
良
農

地
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
南
陽

市
は「
百
場
千
万
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
で
、

一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
か
ら
、
転
用
率

は
30
％
以
下
に
な
る
」
と
強
弁
。
番
組
は

詭
弁
だ
と
難
じ
た
。

報
道
の
翌
日
、
南
陽
市
は
全
面
的
な
調

査
を
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
工
事
を
止
め

る
な
ど
と
発
表
し
た
。
と
は
い
え
、
同
年

の
秋
以
降
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
建

設
の
進
展
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

豚
ホ
テ
ル
の
よ
う
に
畜
舎
を
山
に
建
て

る
場
合
は
別
と
し
て
、
畜
舎
に
よ
る
耕
地

の
侵
食
は
一
層
進
む
は
ず
だ
。
中
央
政
府

と
し
て
は
、
そ
の
典
型
例
だ
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
さ
ら
し
者
に
す
る
と
い
う

ポ
ー
ズ
だ
け
で
も
、
示
し
た
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
豚
肉
の
生
産
量
回
復
と
優
良
農
地

の
死
守
。
相
反
す
る
課
題
と
取
っ
組
み
合

う
中
央
政
府
の
苦
衷
を
、
番
組
の
最
後
に

女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
切
実
な
声
で
代
弁

し
て
い
る
。

「
人
民
の
鍋
の
中
に
豚
肉
が
あ
り
、
椀
の

中
に
糧
食
（
穀
物
や
豆
類
な
ど
）
が
あ
る
。

（
中
略
）
両
立
の
た
め
に
ど
う
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
か
。
地
方
政
府
は
、
科
学
的
な
手

法
と
管
理
の
知
恵
を
し
ぼ
り
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」

の
協
力
も
得
て
開
発
し
た
。
広
西
揚
翔
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
養
豚
元
年
で
あ
る
18
年

は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
実
用
化
し
た

年
だ
。
同
年
に
影
子
科
技
（
広
州
市
）
と

い
う
開
発
、
運
用
の
た
め
の
会
社
を
設
立

し
て
い
る
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
「
施
設
と
豚
、

物
、
人
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
運
ぶ
」

（
同
社
）
設
計
で
、
耳
標
、
給
餌
器
、
発

情
検
知
器
、
体
重
計
な
ど
を
ス
マ
ー
ト
化

し
、
生
産
者
を
肉
体
労
働
の
面
で
も
頭
脳

労
働
の
面
で
も
解
放
す
る
と
い
う
。

耳
標
に
通
信
機
能
を
持
た
せ
た
り
、
発

情
検
知
を
自
動
化
し
た
り
す
る
例
は
、
国

内
に
も
あ
る
。
給
餌
器
は
、
モ
ニ
タ
ー
付

き
で
自
動
調
整
で
き
る
も
の
を
開
発
し
て

使
う
。
施
設
の
温
度
や
湿
度
と
い
っ
た
環

境
情
報
に
豚
の
情
報
、
エ
サ
の
栄
養
素
な

ど
の
情
報
を
掛
け
合
わ
せ
て
、
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
で
必
要
な
栄
養
を
正
確
に
与
え
る

と
い
う
。画
像
に
よ
る
豚
の
個
体
識
別
も
、

技
術
の
開
発
を
進
め
て
い
る
よ
う
だ
。

広西揚翔と影子科技が共同開発した給餌器

広西揚翔のホームページ。写真は亜計山の
豚ホテル


